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愛媛県大洲警察署協議会会議録 

（令和６年度第２回） 

日 

時 

令和６年11月７日（木曜日）午前10時00分～午後０時00分 

出
席
者 

１ 警察署協議委員 会長以下６人 

２ 警察署 署長以下10人 

 １ 視察 

  電動小型モビリティ(特定小型原動機付自転車) 

２ 会長挨拶要旨 

 (1) 大洲警察署員の日頃の警察活動に対する謝辞 

 (2) 積極的な意見発表の依頼 

３ 署長挨拶要旨 

 (1) 警察活動への協力に対する謝辞 

 (2) 忌憚のない意見・要望の発言を依頼 

４ 業務推進結果報告、業務推進計画 

令和６年５月から８月までの業務推進結果、令和６年９月から 12月までの 

 業務推進計画について、各課長及び内子交番所長が報告、説明した。 

５ 諮問及び答申 

諮問 答申 

高齢者及び自転車等の交

通事故防止対策の推進 

 運転者に警察官の姿を見せるだけでも、運転者はス

ピードを落とし、事故防止につながることから、見せ

る取締りの推進により、運転者への意識啓発に努めら

れたい。 

 高齢者は、歩くのはゆっくりであるが、自転車に乗

ると速度を出し、ヒヤリハットする場面が多いことか

ら、引き続き、交通安全教室や高齢者教室を通じて意

識啓発に努められたい。 

 高齢者は、判断力等が落ちてきていることについ

て、自分自身で認識できていないことが多いと思われ

ることから、高齢者対策については、積極的かつ繰り

返しの実施に努められたい。 

 交通安全教室や講話などの場で、警察側からの情報

発信だけではなく、住民からの意見を集約する機会を

設けることで、住民自身が事故防止について考えるき

っかけを与えることができると思われる。 

６ 質疑応答、意見要望等 

○意見 関東地方で発生している闇バイトによる重大事件について、地域や職場

でも話題になっているが、大洲警察署管内でも不審な電話が掛かってくる

などの予兆事案等はあるのか。 

  回答 署員の中でも不審な電話を受けたことがあると聞いている。闇バイトに

よる重大事件は、中国地方でも発生するなど、地方にも波及傾向にあると
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みられることから、自主防犯対策を講じていただきたい。 

     また、同種事件の認知時には、積極的に事件検挙に取り組んでいくこと

から、不審な情報等の提供をお願いする。 

  意見 闇バイト問題に関して、中高生が巻き込まれることのないように、ネッ

トの危険性等について、引き続き、広報されたい。 

     また、これらの問題に悩む中高生が、警察に相談したら助けてもらえる

という意識が浸透するよう広報に努められたい。 

  回答 引き続き、各種機会を通じて広報に努めていく。 

○意見 刑法犯の認知件数が増加しているが、原因は何か。 

 回答 余罪事件の突き上げ捜査によって、結果的に認知件数が増加する形とな

っている。 

 意見 検挙することによって犯罪の抑止につながると思われることから、引き

続き、積極的な職務執行に努められたい。 

○意見 運転免許証の自主返納者数について、以前より数が少なくなってきてい

るのではないかと感じている。大洲市内では、公共交通機関の整備など、

自主返納しやすい環境が整ってきており、また、家族からの勧めで返納す

る方も多いと思われることから、広報活動を積極的に推進されたい。 

回答 引き続き、各種機会を通じて広報に努めていく。 

○意見 電動キックボードに関して、一般の利用者は、何に気をつけなければい

けないかを知らない。事故が起きてから、何が危険であるのかを知っても

遅いことから、実際の事故事例等に基づいた事前の広報啓発活動が、事故

防止に向けた重要な対策と思われる。 

 回答 各種機会を通じて、広報啓発活動に努めていく。 

○意見 「大人も手を上げよう運動」は、運転者に対してだけでなく、渡る意思

表示をしっかりと示すことで、歩行者自身に対しても事故防止に向けた啓

発となるなど、いい取組みであることから、今後も積極的に推進されたい。 

 回答 引き続き、各種機会を通じて広報に努めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


